
PRESS RELEASE  

                         

報道関係者各位                                 

1 

 

2025 年 7 月 9 日 

株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

“捨てない再エネ”で GX をリード 

「循環型電力」サービスを開始 
～全国 1,200 施設以上の太陽光由来の再エネを地域でシェア～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ（本社：東京都港区、代表取締役社長：秋田 智一、以下

「アイ・グリッド」）は、脱炭素とコスト削減を両立する新サービス「循環型電力」を開始します。「循

環型電力」は、構造上の理由で太陽光パネルが設置できない施設等に向け、当社の発電施設で生み出し

た再生可能エネルギー（以下、再エネ）をご提供いたします。多くの企業が「脱炭素に取り組みたいが、

設置場所やコストの問題で踏み切れない」という課題を抱える中、太陽光による再エネ電力を企業内や

地域内でシェアすることが可能となるサービスです。  

 

 

 

■屋根がなくても太陽光を導入できる、“循環型”の電力 

「循環型電力」は、屋根上・駐車場などに設置した太陽光パネル等の発電設備で、自家消費分以上に

生み出した再エネを、地域の別の施設に供給する電力のシェアリングサービスです。アイ・グリッドは

太陽光オンサイト PPA※1 でこれまでに 1,226 施設（2025 年 7 月 7 日現在）の開発実績があります。こ

の開発実績をもとに生み出された余剰電力をアイ・グリッドで集約し、他施設に供給します。 
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これまで、賃貸物件や築古施設など、施設の条件により太陽光パネルが設置できない企業も存在し、

再エネ導入が進まないという課題も抱えてきました。「循環型電力」は、太陽光パネルの設置が困難と

されてきた施設でも「設置工事不要」「最短 2 か月」で再エネ導入が可能となり、企業の脱炭素への取

り組みにご活用いただけます。 

 

 

■電気代が不安定の時代 価格変動リスクに対応 

経済産業省の調査によると、企業の電気代は 10 年前と比べ約 1.3 倍も上昇※2 しています。また、日

本のエネルギー自給率は約 13%※3 と非常に低く、災害や国際情勢不安、円安などの要因で電力価格は

大きく変動するリスクを抱えています。 

「循環型電力」で使用する再エネは、自社で開発した太陽光発電施設由来の再エネのため、燃料費が

かからず、電気料金単価を固定で提供が可能です。さらに 20 年単価固定を採用することで、電力価格

変動の影響を抑制する効果が期待できます。コストの見通しを立てやすくすることで企業経営の基盤づ

くりをご支援いたします。 

 

■ 既存施設を活用した「自然への負荷が少ない再エネ」を地域でシェア 

アイ・グリッドは、既存の屋根や駐車場を活用することで、自然に負荷をかけない再エネを推進して

きました。また、デジタルテクノロジーと予測技術を活用した独自の「余剰電力循環スキーム」によっ

て余剰電力を生み出しています。これにより再エネ電力の自家消費比率を大幅に向上させる GX ソリュ

ーションの提供が可能となりました。この施設で使い切れない電力を「循環型電力」として無駄なく、

捨てることなく再エネを提供することで、地域で生まれた再エネを、地域で循環するエネルギーの地産

地消のサイクルを推進し、地域経済の循環や企業の ESG 経営推進にも貢献しています。 
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※1 PPA とは 

PPA「Power Purchase Agreement （電力販売契約）モデル」の略。発電事業者（PPA 事業者）が電力需要家の敷地や屋根等のスペー

スに太陽光発電システムを設置し、そこで発電した電力を電力需要家に提供する仕組み。 

※2 資源エネルギー庁『日本のエネルギー 2024 年度版 「エネルギーの今を知る 10 の質問」電気料金平均単価の推移より』

（https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2024/03.html ） 

※3 資源エネルギー庁『エネルギー自給率の推移』（https://www.enecho.meti.go.jp/about/pamphlet/energy2023/01.html#section1） 

 

 

■アイ・グリッド・ソリューションズについて 

アイ・グリッドは、分散再エネをフィジカル×デジタルの融合で集約・循環させ、日本各地の GX を

推進するプラットフォーマーです。企業や自治体の再エネ自給率を最大化する GX ソリューション事業、

余剰再エネを循環・供給するエナジートレーディング事業を営み、PPA サービスではこれまでに累計

1,226 施設・発電容量約 300MW （25 年 7 月 7 日現在）の太陽光発電所を開発し、脱炭素社会実現に向

け努めてまいりました。「変化より、はやく」をスローガンに、グリーンエネルギーが地域をめぐるサ

ステナブルな世界の実現をめざしていきます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

【アイ・グリッド・ソリューションズの概要】 

社名：株式会社 アイ・グリッド・ソリューションズ 

本社所在地：〒105-0001 東京都港区虎ノ門二丁目 4 番 7 号 T-LITE 15F 

代表者：代表取締役社長 秋田 智一 

資本金：6,530 百万円（2024 年６月末現在）※資本剰余金含む 

従業員：131 名（2025 年 6 月末現在） 

設立：2004 年 2 月 

コーポレートサイト：https://www.igrid.co.jp/ 

サービスサイト「iGRID GX Solution」：https://gx.igrid.co.jp/  

循環型電力サービスサイト：https://gx.igrid.co.jp/solution/circularpower/ 

オウンド メディア「グリラボ」：https://gurilabo.igrid.co.jp/ 

------------------------------------------------------------------------------------------------------ 


